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2023 年の北海道の 7 観測地点における花粉飛散量調査
―全観測地点でシラカバ花粉捕集数が少なかった年について―

Survey of Airborne Pollen in Seven Monitoring Stations in Hokkaido, Japan in 2023: 
The Year When Low White Birch Pollen Counts Were Observed in All the Stations
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目　　　　　的

北海道では春先から秋まで様々な花がそれぞれの開花時
期に応じて見られる。花粉症の原因となる花粉を放散する

スギやシラカバなどの風媒花を咲かせる植物も、それぞれ
の開花時期に花粉を飛散させる1, 2）。花粉症の発症を防ぐた
めには花粉への曝露を避けることが有効であるが、そのた
めには、どんな花粉がいつ頃飛散するかを知る必要がある。
特にスギやシラカバなどの木本花粉は、年によって飛散量
が大きく異なるため、飛散量に関する情報は花粉症患者に
とって重要である。さらに、北海道は地域により植生や気
候が様々であり、例えばシラカバ花粉の地域ごとの飛散量
はそれぞれ異なっているため、地域ごとに飛散花粉の観測
を行う必要がある。
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我々は 1996 年に札幌で空中飛散花粉の観測を開始し、
現在は 6 カ所の保健所の協力を得て、合計 7 都市（函館、
札幌、岩見沢、旭川、帯広、北見、稚内）において、春先
から 9 月末にかけて空中飛散花粉の調査を行っている3-17）。
2023 年の調査では、北海道で最も主要な花粉症の原因と
なっているシラカバ花粉の飛散量がすべての調査地点で少
なかった。さらに、その他の花粉についても興味深い知見
が得られたので報告する。

方　　　　　法

花粉飛散量調査は、既報17）と同様に以下に示す 7 地点に
おいてダーラム型花粉捕集器を用いて調査を行った。

函館：渡島総合振興局合同庁舎屋上、地上 14 m
札幌：北海道立衛生研究所屋上、地上 16 m
岩見沢：空知総合振興局合同庁舎屋上、地上 19 m
旭川：上川総合振興局合同庁舎 2 階屋上、地上 5 m
帯広：十勝総合振興局合同庁舎屋上、地上 16 m
北見： オホーツク総合振興局北見地域保健室車庫屋上、

地上 5 m
稚内： 宗谷総合振興局保健環境部保健行政室車庫屋上、

地上 5 m

2023 年の花粉飛散量調査期間は、開始が札幌では 2 月
20 日、函館が 3 月 11 日、帯広と稚内が 3 月 31 日、他の
観測地点は 4 月 1 日であり、観測終了は全地点共に 9 月
30 日であった。空中花粉の捕集、識別及び計数は、既報18）

に従い以下のように行った。ダーラム型花粉捕集器にワセ
リンを薄く塗布したスライドグラスを固定し、自然落下す
る花粉を捕集した。毎朝 9 時にスライドグラスを交換する
ことにより 24 時間捕集とした。なお、帯広、北見、稚内
の各調査地点では、土、日及び祝日分はそれらの前日分と
まとめて 1 枚のスライドグラスに花粉を捕集した。花粉の
観察はゲンチアナバイオレットを用いてスライドグラス上
の花粉を染色し、顕微鏡下で識別及び計数を行った。花粉
の同定は、標準花粉プレパラートとの比較、検索表19）及び
観測地点周辺の植物の開花時期等を参考に、属レベルまで
の識別を行った。ただし、イネ科花粉は花粉管口が 1 つあ
るのみで花粉形態が互いに類似しているため、科レベルま
での識別とした。なお本稿では、一般に「シラカバ」と呼
ばれるシラカンバ、ウダイカンバ、ダケカンバ等の白みが
かった樹皮を有するカバノキ属植物の花粉を「シラカバ花
粉」と総称する。

結 果 と 考 察

7 観測地点における飛散花粉観測結果（図 1～5）と各花
粉の年間総捕集数の直近の 10 年間（2013～2022 年）の平
均値に対する割合を表 1 に示した。ただし、観測年数の
少ない稚内は 2017～2022 年の 6 年間の平均値を用い、ヨ
モギ属について札幌と稚内を除く 5 地点では直近の 9 年間

（2014～2022 年）の平均値を用いた。
ハンノキ属花粉はシラカバと同じカバノキ科に属し、シ

ラカバ花粉と共通抗原を有することが知られており20）、シ
ラカバ花粉症患者はハンノキ属花粉でも症状が発現する
ことがある。ハンノキ属花粉については、2023 年は函館、
札幌で平均値に比べて多く、それ以外の地点では平均値の
半分以下であった（表 1）。函館、札幌以外の観測地点に
おける 4 月 1 日以前のハンノキ属花粉については調査期間
外であるため、3 月から花粉の飛散が始まっていた場合に
花粉の飛散状況は不明であった。そこで 2024 年以降の調
査では、ハンノキ属花粉の飛散開始からデータを得る目的
で、開始時期を早めて行うこととした。

スギ属花粉は、日本における代表的な花粉症原因花粉で
ある。本州でのスギ花粉飛散数とは 2～4 桁低いものの21）、
これまで北海道でもスギ属花粉の飛散が観測されている2）。
2023 年の捕集数は札幌と帯広で平均値の 150％以上、函
館で平均値程度、残りの 4 地点では 0～4％と非常に少な
い捕集数であった（表 1）。帯広では 2022 年もスギ花粉が
過去の水準と比べて多く観測されており（平均値に対し
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図１　 北海道の 7 観測地点におけるハンノキ属 
花粉捕集数（2023 年）

函館は 3 月 6 日、帯広、稚内は 3 月 31 日、  
岩見沢、旭川、北見は 4 月 1 日に観測開始
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図２　 北海道の 7 観測地点におけるスギ属花粉 
捕集数（2023 年）

函館は 3 月 6 日、帯広、稚内は 3 月 31 日、  
岩見沢、旭川、北見は 4 月 1 日に観測開始
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図３　 北海道の 7 観測地点におけるシラカバ 
（カバノキ属）花粉捕集数（2023 年）

1,500％）17）、2018年から4年間はスギ花粉が観測されなかっ
た帯広において、一転して 2 年連続でスギ花粉が多く観測
されたことの原因については不明であり、今後の推移を見
守りたい。佐橋による日本全国のスギ花粉観測結果のまと

めでは21）、2023 年の西日本の 32 地点及び東日本の 40 地点
でのスギ花粉総飛散数の平均値は、2022 年と比較すると、
それぞれ 5.2 倍及び 1.9 倍の増加であったと報告されてお
り、本州では北海道とは異なり全体的に増加傾向であった。
次年以降は、調査開始時期を早めることにより、スギ花粉
においてもハンノキ花粉と同様に飛散開始からのデータを
取得し、それぞれの花粉の総飛散数を把握できるように改
善する予定である。

シラカバ花粉捕集数については、2023 年は全地点にお
いて平均値よりも少ない捕集数であった（13～40％、表 1）。
岩見沢と稚内で歴代最低捕集数を記録し、旭川では 7 地点
のうち最も平均値に対する割合が少なかった（13％）。資
源適合仮説22）によると、花粉を大量に飛散した年は、翌年
の花粉生成に投資するシラカバ樹木内の備蓄資源量が少な
く、翌年の花粉飛散量が少なくなるとされる。2023 年の
シラカバ花粉の飛散量が少なかった原因として、函館、札
幌、稚内においては花粉飛散前年（2022 年）の飛散量が
大きかった17）ことがあげられる。さらに、花粉を放散さ
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図４　北海道の 7 観測地点におけるイネ科花粉捕集数（2023 年）

せる雄花序が形成される花粉飛散年の前年の夏の気象条件
が関係している23）と考えられている。花粉飛散前年（2022
年）の夏においては、6 月上旬に全道的に気温が例年より
もかなり低く24）、このことが花芽と葉芽の分化の選択に関
係した可能性も考えられる。

イネ科花粉の捕集数は、2023 年は函館、札幌、稚内で
平均値よりも多く、それ以外の地点では平均値の半分以
下であり、特に岩見沢と旭川で歴代最低捕集数を記録した

（表 1）。ヨモギ属花粉については、2023 年は函館で平均値
よりも多く、札幌、北見で平均値程度であり、岩見沢、帯
広、稚内では平均値の 39～71％と少なく、旭川では全く
観測されなかった（表 1）。イネ科とヨモギ属の花粉はど
ちらも草本花粉であり、花粉捕集数は草刈りの頻度等の人
為的な影響を受けるため、その時々の草刈りなどの土地の
管理状況や観測地点周辺の土地利用状況等の局地的な環境
が捕集数に影響していると推察される。

観測地点 観測年数
（年）

ハンノキ属
（％）

スギ属
（％）

シラカバ
（％）

イネ科
（％）

ヨモギ属
（％）

函　館 24 270 130 40 290 200
札　幌 28 94 100 15 98 94
岩見沢 20 14 1 17 12 39
旭　川 26 5 8 13 25 0
帯　広 27 28 120 21 41 66
北　見 27 41 0 21 37 100
稚　内 7 19 0 25 160 71

＊ 平均値：直近の 10 年間（2013～2022 年）の平均値。  
ただし、稚内は 2017～2022 年の平均値を用い、ヨモギ属について札幌と稚内を除く 5 地点では直近の 9 年間（2014～2022 年）の平均値を用いた。

表１　7 観測地点における 2023 年の花粉総飛散量の平均値＊に対する割合
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花粉症の発症予防や対策には、花粉飛散量の変化を事前
に予測することが有用であり、花粉飛散量の予測には長年
の花粉飛散データの蓄積が重要である。花粉飛散量は気象
因子や植生の変化に左右されるため、長年花粉観測を継続
することにより、気象や植生の変化を把握することにも繋
がることが期待される。今後も花粉飛散量予測精度の向上
や情報発信による地域ごとの花粉症対策への貢献を目的と
し、花粉飛散量調査を継続していく予定である。

要　　　　　約

道内 7 観測地点（函館、札幌、岩見沢、旭川、帯広、北
見及び稚内）において、5 種の花粉（ハンノキ属、スギ属、

シラカバ、イネ科及びヨモギ属）の飛散量調査を 2023 年
の 2 月～9 月末に行った。ハンノキ属花粉は、函館、札幌
で多く、他の地点では非常に少なかった。スギ属花粉は、
札幌、帯広で平均値の 150％以上が観測され、函館で平均
値程度、他の地点ではゼロあるいは非常に少なかった。シ
ラカバ花粉は、全地点において非常に少なかった。イネ科
花粉は、函館、札幌、稚内で多く、他の地点では平均値の
半分以下であった。ヨモギ属花粉は、函館で多く、札幌、
北見で平均値程度であり、他の地点では少なく、特に旭川
では全く観測されなかった。本調査で得られる情報は、花
粉症対策において貴重な基礎的知見であり、今後も観測を
継続してデータ量を充実させ、予測精度の向上を図ってい
く予定である。

本花粉調査は、北海道の保健福祉部健康安全局地域保健
課の事業の一環として行いました。関係者の方々のご協力
に深く感謝を申し上げます。
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